
2026 年 6 月吉日 

一般社団法人鉄道建築協会 えきまち委員会 

 

 

「第 1 回 えきまちシンポジウム」 
 

開催のご案内 
 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より本協会の活動にご理解とご協力を賜り、厚く

御礼申し上げます。 

 一般社団法人鉄道建築協会は、昭和 27 年の創立以来、鉄道建築の計画・設計・保全に関わる技術開発や調査

研究に取り組み、鉄道建築技術の発展と会員相互の交流促進に努めてまいりました。近年では、駅舎や駅ビルに

とどまらず、商業施設、ホテル、さらにはまちづくりへと活動領域が広がっております。 

 こうした背景を踏まえ、本協会では新たな常設委員会として「えきまち委員会」を設置いたしました。本委員会

は、駅舎・駅前広場・街路・公共空間・周辺市街地を一体の「駅まち空間」として捉え、建築、都市、交通、運営、地域

連携など分野を越えて、これからの駅とまちのあり方を実務的に考え、共有し、育てていくことを目指しており

ます。 

 このたび、その第一歩として「第 1 回 えきまちシンポジウム」を開催いたします。 

 駅は、建築物であり、交通結節点であり、同時に「まちの価値を決める中心」でもあります。近年、駅は単なる施

設や交通の結節点にとどまらず、駅前広場、街路、公共空間、周辺市街地、エリアマネジメント、民間開発まで含め

て、都市や地域の価値そのものを左右する存在となっています。 

 本シンポジウムは、駅を「建築」や「交通施設」という従来の位置づけから一歩進め、駅・駅前広場・街路・公共空

間・市街地を一体で捉える「駅まち空間」という考え方のもと、駅を都市・地域の価値創造を牽引する拠点へと再

定義することを目的として開催いたします。まず国が示している「駅まち空間」の考え方を正しく理解することを

出発点とし、その後の講演、パネルディスカッションおよび現地視察を通じて、その考え方が実際の都市空間に

おいてどのように具現化されているかを検証する構成としております。 

 駅とまちをどうつくり、どうつなげ、どう育てていくか。その問いに対して、建築、都市、交通、行政、事業、地域

連携などの垣根を越えて考える場として、多くの皆様にご参加いただけましたら幸いです。 

敬具 

 

記 

 

１．日 時 

【１日目】 2026 年 10 月 1 日（木） 会 議 ：  13:00 ～ 17:３0（開場 12:30） 

                   交流会 ：  1８:30 ～ ２０:30（開場 1８:１０） 

【２日目】 2026 年 10 月 2 日（金） 現地視察 ：  10:00 ～ 13:00 （予定 ） 

 

２．場 所 

【１日目】  会 議   ： 広島県民文化センター 

     交流会    ： ホテルグランヴィア広島 大宴会場「悠久」 

【２日目】  現地視察  ： 広島新駅ビル minamoa  

 

３．テーマ 

「駅とつながる、まちの未来 ～STATION SHIFT～」 
 

４．総合司会 

調整中 

 

 
 
 



５．プログラム 

 

【１日目】 会場：広島県民文化センター 

 

13:00～13:10（10 分） 

開会挨拶 ： 一般社団法人鉄道建築協会会長 

                      石橋 輝樹 

 

13:15～14:05（50 分） 

第１部 基調講演 

「駅まち空間の現在地と都市デザイン 

                         ～これからの駅まちデザインを考える～」  

講演者 ： 国土交通省 都市局 街路交通施設課長 筒井 祐治 様 

 

14:05～14:15（10 分） 

質疑応答 

 

14:2０～16:45（145 分） 

第２部 講演及びパネルディスカッション 

「交通結節点 × 公共空間 × 駅ビルの一体再編 

                               ～都市機能の再配置で何が起こるか？～」 

 

◇PARTⅠ 講演 

１４：２０～15:00（40 分） 

「広島市まちづくりの歴史を紐解く 

～広島広域都市圏・楕円形の都心づくりの戦略的構築」 

講演者 ： 広島市都市整備局都市機能調整部都心まちづくり担当課長 

                          水口 直也 様 

 

◇PARTⅡ パネルディスカッション 

１5：０５～１６：３５ （９０分  各パネリスト；(10 分×3）30 分 共通テーマ；60 分） 

「広島駅南口の機能再配置によるインパクト  

～実現までの道のりに何があったか」 

モデレーター ： 株式会社荒谷建設コンサルタント 

                         経営本部まちづくり企画室理事 

                          田坂 逸朗 様 

 

パネリスト  ： 元西日本旅客鉄道株式会社 大阪工事事務所 広島建築工事所長 

                        現ＪＲ西日本不動産マネジメント株式会社 工事部工事課長 

                         田原 潤一 様 

 

                        広島電鉄株式会社 

                         電車事業本部 電車技術部部長 

                          八木 秀彰 様 

 

                        広島市都市整備局都市機能調整部都心まちづくり担当専門員  

                               日向 誠 様 

 

◇PARTⅢ パネルディスカッション番外編 

      １６：40～１７：２5（４５分） 

現在内容を調整中 

 

 



1７:30～17:40（1０分） 

閉会挨拶 ： 調整中 

 

【交流会（立食）】 会場：ホテルグランヴィア広島 大宴会場「悠久」 

 

1８:30～1８:40（10 分） 

開会のご挨拶 ： 調整中 

 

     １８：４５～１８：５０（５分） 

            乾杯のご発声 ： 調整中 

 

１８：５０～２０:２０（９0 分） 

ご歓談 

 

２０:２０～２０:30（10 分） 

閉会挨拶 ： 調整中 

 

【２日目】 現地視察 ： 広島新駅ビル minamoa  

 

見学時間 10:00～13:00 （予定） 

集合場所・見学ルート等の詳細は、参加者の皆様へ別途ご案内いたします。 

 

６．主 催 

一般社団法人鉄道建築協会 

 

７．会 費 

【鉄道建築協会会員】 15,000 円（税込） 

【会員外（ビジター）】 20,000 円（税込） 

＊会費については、当日受付にて現金でお支払いをお願いいたします。 

お釣りの無いようにご準備ください。 

＊領収書はお一人につき 1 枚ご用意いたします。 

会社単位でのお渡しはできかねますので予めご了承ください。 

＊個人会員の方及び法人会員の組織・団体に所属する方は会員価格にてご参加いただけます。  

＊また、参加申し込みと合せて入会申し込みをいただいた場合、会員価格にてご参加いただけます。 

＊参加費用には交通費・宿泊費は含まれません。 

＊シンポジウムまたは交流会いずれか一方のみご参加の場合も上記金額となります。 

 

８．お申込み 

下記、鉄道建築協会ホームページ掲載の QR付き企画書から、お申込み下さい。（申込フォーム等掲載） 

※協会会員以外の方へのご案内についても、同ホームページを活用して発信いたします。 

 

９．締切（参加申込み） 

2026 年７月 15 日（予定） 

但し、シンポジウム及び交流会は、先着順 185 名まで、見学会は先着順 100 名様までとなります。 

＊見学会については、先着 100 名様に達したため参加申込みを締切らせて頂きました。 

 

10．ご協賛 
株式会社大林組  ／  広成建設株式会社  ／  ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 

株式会社東畑建築事務所  ／  広電建設株式会社  ／  株式会社トーニチコンサルタント  

 
11.後 援（予定） 

広島市 ／ 国土交通省（要請中） 

 



12．開催地協力 
広島電鉄株式会社 ／ 西日本旅客鉄道株式会社 

 

 

 

１３．【お問合せ先】 
一般社団法人鉄道建築協会 えきまち委員会 事務局 

       Mail: aranet@aran.or.jp   

 

１４．【シンポジウム会場】 
広島県民文化センター 

〒730-0051  

広島市中区大手町 1 丁目 5-3 

多目的ホール 

（交通のご案内） 

バス・電車：「紙屋町」「紙屋町西」で下車 
         広島駅からバス、電車で約 15 分 
         広島バスセンターから徒歩約 3 分 

 

 

１５．【交流会（会場）】 
ホテルグランヴィア広島 ４階大宴会場 「悠久」 

〒732-0822 

広島市南区松原町 1-5 

＊広島駅直結（新幹線口側） 

 

 

 

以 上 


